
は
じ
め
に

　

三
月
十
九
日
に
農
水
省
で
農
業
生
産
法
人
制
度

検
討
会
の
第
三
回
目
の
会
合
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

会
合
で
生
産
法
人
の
役
割
を
積
極
的
に
評
価
し
な

が
ら
、
地
域
と
の
調
和
と
い
う
視
点
か
ら
今
後
そ

の
役
割
発
揮
に
一
層
の
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
本

稿
で
は
農
業
生
産
法
人
の
先
駆
け
で
あ
り
、
全
国

で
も
有
数
の
大
規
模
経
営
が
展
開
さ
れ
る
「
農
事

組
合
法
人
サ
カ
タ
ニ
農
産
」
の
事
例
を
取
り
上
げ
、

現
地
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
そ
の
事
業
と
運
営

特
徴
等
を
紹
介
し
、
大
規
模
農
業
法
人
経
営
の
課

題
を
探
っ
て
み
た
い
。

一
、
サ
カ
タ
ニ
農
産
の
概
況

　

サ
カ
タ
ニ
農
産
は
、
昭
和
四
二
年
に
農
地
五　

、
��

従
業
員
四
人
の
任
意
組
合
で
発
足
し
、
昭
和
四
七

年
に
農
地
利
用
増
進
を
進
め
る
た
め
に
法
人
資
格

を
取
得
し
、
農
事
組
合
法
人
と
し
て
再
編
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
大
型
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
の
建
設
（
昭
和
五
一
年
）、
農
地
受
託
専
門
会

社
の
設
立
（
昭
和
六
一
年
に
有
限
会
社
お
や
べ
、

昭
和
六
二
年
に
有
限
会
社
ヤ
マ
ダ
農
産
を
設
立
）

と
米
販
売
会
社
（
株
）
Ｒ
Ｃ
Ｍ
サ
カ
タ
ニ
の
設
立

（
平
成
元
年
）
お
よ
び
大
規
模
育
苗
施
設
、
保
冷
庫
、

大
型
ハ
ウ
ス
の
建
設
等
に
よ
り
、「
一
〇
〇
年
生
き

残
り
」
の
経
営
戦
略
で
規
模
拡
大
を
積
極
的
に
進

め
、
現
在
は
域
内
三
四
四
戸
の
農
家
か
ら
約
二
二

五　

の
経
営
受
託
（
土
地
賃
貸
借
）
を
行
い
、
全

ha
国
有
数
の
大
規
模
稲
作
単
一
経
営
を
展
開
し
て
い

る
。

二
、
サ
カ
タ
ニ
農
産
の
事
業
の
特
徴

　

①
通
年
雇
用
型
の
稲
作
経
営

　

周
知
の
通
り
、
大
規
模
稲
作
単
一
経
営
の
存
立

に
と
っ
て
、
そ
の
最
大
の
難
点
は
通
年
を
通
し
て

安
定
し
た
雇
用
条
件
の
確
保
で
あ
る
。
兼
業
農
家

の
場
合
は
農
閑
期
（
一
月
〜
三
月
）
に
は
出
稼
ぎ

や
休
業
を
す
れ
ば
よ
い
が
、
雇
用
労
働
を
抱
え
る

農
業
法
人
は
そ
う
で
き
な
い
。
通
年
雇
用
を
確
保

す
る
た
め
に
、
同
法
人
は
大
規
模
経
営
の
特
徴
を

生
か
し
て
農
閑
期
に
他
の
関
連
作
業
を
取
り
入
れ
、

一
つ
の
通
年
安
定
雇
用
体
制
を
定
着
さ
せ
た
。
そ

の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
一
〜
二
月　

農
業
機
械
の
整
備
、
従
業
員
の
技

術
研
修
（
海
外
研
修
を
含
む
）、
健

康
管
理
お
よ
び
育
苗
の
準
備

・
三
月　
　
　

育
苗
作
業
と
苗
づ
く
り

・
四
〜
五
月　

田
植
え
、
圃
場
管
理

・
六
月　
　
　

転
作
作
業
を
行
う
（
大
麦
収
穫
及

び
大
豆
播
種
）

・
七
〜
八
月　

水
稲
圃
場
管
理
作
業

・
九
月　
　
　

稲
の
収
穫
作
業

・
十
月　
　
　

転
作
作
業
（
大
豆
収
穫
及
び
大
麦

播
種
）

・
十
一
〜
十
二
月　

土
作
り
、
堆
肥
投
入
、
用
排

水
路
管
理
等

　

こ
の
よ
う
に
、
一
〜
三
月
の
間
に
は
農
作
業
が

な
い
た
め
、
機
械
の
維
持
管
理
や
従
業
員
の
技
能
、

知
識
向
上
お
よ
び
育
苗
の
準
備
作
業
等
に
労
働
時

間
を
配
分
し
て
、
農
閑
期
を
作
業
の
準
備
期
間
と

し
て
活
用
さ
せ
、
稲
作
経
営
に
お
け
る
終
年
稼
働
、

さ
ら
に
従
業
員
の
資
質
向
上
を
含
め
た
終
年
雇
用

体
制
を
確
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

②
企
業
型
の
運
営
管
理

　

さ
き
の
通
年
雇
用
に
関
連
し
て
、
同
法
人
は
企

業
並
み
の
運
営
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
勤
務

時
間
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
あ
り
、

休
暇
は
週
休
二
日
制
（
十
二
月
〜
三
月
農
閑
期
）

と
四
週
六
休
制
（
四
月
〜
十
一
月
）
と
い
う
二
つ

の
制
度
が
併
用
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
有
給
休
暇

（
年
間
二
〇
日
）、
賞
与
制
度
（
六
カ
月
）、
定
期
昇

給
制
度
（
年
一
回
）
な
ど
も
設
け
、
給
与
水
準
は

一
般
企
業
並
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
経
営
の

安
定
化
を
図
る
た
め
に
、
コ
ス
ト
管
理
と
経
営
対

策
が
徹
底
化
さ
れ
、
現
在
同
法
人
に
お
け
る
育
苗

か
ら
耕
起
、
刈
り
取
り
ま
で
の
す
べ
て
の
作
業
管

理
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
作
業
ロ

ス
を
極
力
小
さ
く
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
パ
ソ
コ

ン
に
よ
り
作
業
内
容
と
全
従
業
員
を
コ
ー
ド
化
し
、

単
位
時
間
当
た
り
の
生
産
コ
ス
ト
を
計
算
し
、
企

業
並
み
の
生
産
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

大
規
模
稲
作
生
産
法
人
の
経
営
展
開

　
　
　
　
　
　

―
富
山
県
サ
カ
タ
ニ
農
産
の
事
例
―
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三
、
サ
カ
タ
ニ
農
産
の
経
営
現
状

　

①
地
域
密
着
型
の
経
営
展
開

　

サ
カ
タ
ニ
農
産
は
、
法
人
化
し
て
か
ら
二
〇
数

年
間
に
経
営
規
模
が
三
七　

か
ら
二
三
〇　

へ
と

��

��

約
七
倍
に
拡
大
し
た（
表
一
）。
農
家
に
安
心
し
て

土
地
の
貸
付
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
同
法
人
は

明
る
く
顔
の
見
え
る
法
人
経
営
の
確
率
に
努
め
、

昭
和
六
一
年
か
ら
六
二
年
に
か
け
て
隣
の
小
矢
部

市
と
砺
波
市
に
そ
れ
ぞ
れ
土
地
経
営
受
託
の
専
門

企
業
を
設
立
し
、
分
社
方
式
に
よ
り
経
営
面
積
の

拡
大
に
成
功
し
た
（
図
一
）。
ま
た
、
農
地
の
生
産

性
を
反
映
し
て
、
こ
れ
ま
で
一
律
だ
っ
た
小
作
料

を
複
数
段
階
制
の
料
金
体
系
に
変
え
、
小
作
料
の

算
定
を
適
正
化
さ
せ
、
委
託
農
家
の
利
益
を
重
視

し
て
地
域
と
の
共
存
を
図
っ
て
い
る
。

　

②
効
率
的
な
農
業
経
営
の
実
現

　

同
法
人
の
生
産
費
構
成
を
全
国
平
均
と
比
較
し

て
見
る
と
、
利
息
・
地
代
算
入
生
産
費
（
米
六
〇

キ
ロ
当
た
り
一
万
九
千
円
・
聞
き
取
り
か
ら
推
計
、

以
下
同
じ
）
は
全
国
平
均
（
一
九
、
三
六
三
円
）

と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
そ
の
構
成
を

見
る
と
、
労
働
費
（
四
、
七
三
〇
円
）
と
資
材
費

（
四
、
九
四
〇
円
）
は
そ
れ
ぞ
れ
全
国
平
均
よ
り
二

七
％
と
二
六
％
低
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の

点
を
上
述
し
た
同
法
人
の
事
業
展
開
に
照
ら
し
て

み
れ
ば
、
同
法
人
は
一
般
農
家
よ
り
高
い
労
働
と

資
本
生
産
性
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ

う
。
ま
た
、
支
払
利
息
・
地
代
（
九
、
六
九
〇
円
）

は
全
国
平
均
よ
り
二
・
六
倍
も
高
く
、
ま
た
地
域

平
均
の
小
作
料
と
比
較
し
て
も
水
準
が
高
い
こ
と

か
ら
、
同
法
人
の
大
規
模
経
営
か
ら
生
ま
れ
た
経

営
成
果
は
最
終
的
に
は
高
い
小
作
料
の
形
で
受
託

農
家
に
利
益
還
元
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
同
法
人
の
事
業
展
開
は
経
営
の
効
率

化
と
地
域
と
の
調
和
と
い
う
二
つ
の
側
面
に
お
い

て
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

四
、
今
後
の
課
題

　

同
生
産
法
人
で
は
経
営
の
効
率
化
が
進
め
ら
れ

る
一
方
、
近
年
規
模
拡
大
の
制
約
問
題
も
現
れ
て

き
た
。
代
表
理
事
奥
村
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
大

規
模
経
営
は
一
定
の
面
積
以
上
で
な
け
れ
ば
経
営

的
な
効
果
が
生
ま
れ
ず
、
砺
波
平
原
で
は
三
〇
〇

　

以
上
が
理
想
的
で
あ
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、

��同
生
産
法
人
の
抱
え
る
二
三
〇　

の
農
地
は
現
在

��

百
数
カ
所
以
上
に
分
散
さ
れ
、
作
業
管
理
の
合
理

化
と
経
営
費
の
削
減
が
す
で
に
限
界
と
な
っ
て
い

る
（
表
二
）。
今
後
は
如
何
に
分
散
さ
れ
た
農
地

を
集
積
し
、
さ
ら
に
経
営
面
積
の
一
層
の
拡
大
を

図
っ
て
い
く
か
が
課
題
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
章
政
）

表１． 経営面積と受託農家数の推移
単位：��、戸

委託農家数経営面積区 分 内：水稲面積

３７

１３５

１８２

２７０

３０９

３２１

３３５

３４０

３４４

  ３７

  ８５

 １０８

１６４

１８５

１８５

１８７

１９３

１９３

３７

１１７

１７４

２２０

１８８

１９１

２０９

２１８

２３０

Ｓ４７

Ｓ５７

Ｓ６２

Ｈ５

Ｈ６

Ｈ７

Ｈ８

Ｈ９

Ｈ１０

資料：サカタニ農産統計資料

委託農家数経営面積区 分 内：水稲面積

��

���

���

���

���

���

���

���

���

����

����

����

���

���

���

���

���

���

��

���

���

���

���

���

���

���

���

Ｓ４７

Ｓ５７

Ｓ６２

Ｈ５

Ｈ６

Ｈ７

Ｈ８

Ｈ９

Ｈ１０

資料：サカタニ農産統計資料

表２．農地の地域別分散状況

　　　（単位：��、％）

構成割合経営面積地域名

��

��

��

�

���

��

��

�

福 野 市

砺 波 市

小矢部市

井波町等

������合　計

資料：サカタニ農産統計資料

有限会社
ヤマダ農産

社員４人（面積６４��）
経営受託（砺波市）�

����有限会社
やまだカントリー・おやべ
�社員３名（面積４６��）
�経営受託（小矢部市）

株式会社
RCMサカタニ
（社員４人）

肥料、農薬、米穀の販売

有限会社
サカタニ造園土木
（社員１４名）

造園土木施工、育苗販売

農事組合法人
サカタニ農産

�・社員１６名（面積１１５��）
�・（福野町、井波町、福光町）

図１.　分社方式による経営規模拡大の仕組み
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